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編
者
あ
と
が
き

あ
る
世
代
以
上
の
人
々
は
記
憶
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、
構
造
主
義
や
、
物
語
論
や
、
テ
ー
マ
批
評
な
ど
い
わ
ゆ
る
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
・
ク
リ

テ
ィ
ッ
ク
（
新
し
い
批
評
）
が
華
々
し
い
成
果
を
挙
げ
て
い
た
一
九
六
〇
―
七
〇
年
代
、
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
は
プ
ル
ー
ス
ト
や
マ
ラ
ル
メ

と
並
ん
で
特
権
的
な
参
照
対
象
だ
っ
た
。
物
語
や
視
点
の
構
造
、
感
覚
世
界
の
創
出
、
文
学
者
と
社
会
の
関
係
な
ど
を
問
い
か
け
る
際
に
、

フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
と
そ
の
作
品
は
じ
つ
に
豊
か
な
示
唆
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
「
生
成
研
究
」
が
発
展
す
る
と
、
作

家
の
草
稿
が
数
多
く
、
し
か
も
体
系
的
に
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
も
あ
っ
て
、
や
は
り
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
は
好
ん
で
論
じ
ら
れ
る
作
家

と
な
る
。

他
方
、
文
学
創
造
の
側
か
ら
し
て
も
、
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
・
ロ
マ
ン
の
作
家
た
ち
に
と
っ
て
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
は
「
先
駆
者
」
だ
っ
た
し
、
前

衛
集
団
ウ
リ
ポ
は
『
感
情
教
育
』
と
『
ブ
ヴ
ァ
ー
ル
と
ペ
キ
ュ
シ
ェ
』
の
作
家
に
深
い
敬
意
を
捧
げ
た
。
サ
ル
ト
ル
や
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
よ

う
な
哲
学
者
、
社
会
学
者
が
好
ん
で
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
に
つ
い
て
語
る
の
も
、
彼
の
存
在
の
大
き
さ
を
証
言
す
る
。
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
は
二
十

世
紀
後
半
に
お
い
て
、
新
た
な
批
評
装
置
の
試
金
石
で
あ
り
、
実
験
的
な
文
学
の
拠
り
所
で
あ
り
、
要
す
る
に
文
学
の
現
代
性
あ
る
い
は

現
代
性
の
文
学
を
象
徴
す
る
イ
コ
ン
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
小
説
家
の
一
人
と
し
て
、
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
は
ゾ
ラ
や
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
や
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
な

ど
同
時
代
の
作
家
た
ち
か
ら
敬
愛
さ
れ
、
二
十
世
紀
前
半
に
は
プ
ル
ー
ス
ト
、
ジ
ョ
イ
ス
、
カ
フ
カ
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
な
ど
、
多
く
の

大
作
家
た
ち
に
高
く
評
価
さ
れ
た
。
二
十
一
世
紀
の
現
在
も
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ア
ニ
ー
・
エ
ル
ノ
ー
や
ピ
エ
ー
ル
・
ミ
シ
ョ
ン
が
『
ボ
ヴ

ァ
リ
ー
夫
人
』
の
作
者
に
文
学
的
な
師
を
認
め
、
ウ
エ
ル
ベ
ッ
ク
の
小
説
に
見
ら
れ
る
辛
辣
で
と
き
に
絶
望
的
な
イ
ロ
ニ
ー
は
フ
ロ
ー
ベ

ー
ル
の
文
学
世
界
を
想
わ
せ
る
。
国
境
を
越
え
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
バ
ー
ン
ズ
、
ト
ル
コ
の
オ
ル
ハ
ン
・
パ
ム
ク
、
ペ
ル

ー
の
バ
ル
ガ
ス
゠
リ
ョ
サ
な
ど
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
を
愛
読
す
る
作
家
は
少
な
く
な
い
。
恭
し
い
敬
意
の
対
象
に
は
な
る
が
、
現
代
作
家
に
は

読
ま
れ
な
い
と
い
う
、
古
典
作
家
が
し
ば
し
ば
陥
る
運
命
と
は
無
縁
に
、
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
は
今
で
も
文
学
者
に
と
っ
て
回
避
で
き
な
い
参

照
項
な
の
だ
。

研
究
面
で
は
、
生
誕
二
百
年
を
迎
え
た
節
目
の
今
年
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
雑
誌
が
特
集
を
組
み
、
数
多
く
の
著
作
が
出
版
さ

れ
、
論
文
集
が
編
ま
れ
、
展
覧
会
が
企
画
さ
れ
、
複
数
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
で
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
）
も
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
活
況
ぶ
り
が
よ
く
分
か
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
反
映
し
た
新
た
な
全
集
の
刊
行
が
、
権
威
あ
る
プ
レ
イ
ヤ
ッ
ド
叢
書
で
二

〇
〇
一
年
に
始
動
し
、
本
年
五
月
に
全
五
巻
が
完
結
し
た
の
は
喜
ば
し
い
。
フ
ラ
ン
ス
文
学
史
上
も
っ
と
も
美
し
い
書
簡
集
の
ひ
と
つ

と
形
容
さ
れ
る
彼
の
書
簡
集
の
優
れ
た
校
訂
版
も
、
同
じ
叢
書
に
全
五
巻
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
他
方
日
本
で
も
、『
ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
人
』、

『
サ
ラ
ム
ボ
ー
』、『
ブ
ヴ
ァ
ー
ル
と
ペ
キ
ュ
シ
ェ
』
な
ど
の
主
要
作
品
が
こ
の
数
年
間
で
久
し
ぶ
り
に
新
訳
さ
れ
て
、
新
た
な
読
者
を
獲

得
し
て
い
る
。
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
は
つ
ね
に
若
々
し
い
作
家
な
の
だ
。

で
は
二
十
一
世
紀
も
す
で
に
二
十
年
経
過
し
た
現
在
の
わ
れ
わ
れ
は
、
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
の
作
品
世
界
の
中
に
何
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
十
九
世
紀
の
文
学
的
、
知
的
世
界
に
お
い
て
彼
は
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
。
そ
し
て
二
十
世
紀
後
半
か
ら
現
代

に
か
け
て
の
作
家
・
思
想
家
に
と
っ
て
、
彼
の
文
学
は
何
を
啓
示
し
て
く
れ
た
の
か
。
そ
う
し
た
問
い
か
け
が
本
論
集
の
基
底
に
あ
っ
た
。

第
一
部
で
は
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
の
主
要
作
品
が
分
析
さ
れ
、
第
二
部
で
は
同
時
代
の
作
家
た
ち
と
の
関
わ
り
が
論
じ
ら
れ
、
第
三
部
で
は
、

二
十
世
紀
後
半
を
代
表
す
る
何
人
か
の
作
家
た
ち
が
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
に
向
け
た
関
心
の
力
学
が
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
る
。

最
近
三
十
年
ほ
ど
の
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
研
究
の
主
な
成
果
と
、
新
た
な
潮
流
に
つ
い
て
は
、
松
澤
和
宏
が
「
序
」
で
詳
細
に
報
告
し
て
い

る
と
お
り
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
研
究
は
長
い
歴
史
を
誇
り
、
豊
か
な
蓄
積
が
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
研
究
者
と
の
交
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流
も
深
い
。
ま
た
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
研
究
会
が
存
在
し
、
定
期
的
に
研
究
発
表
会
を
催
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
場
で
な
さ
れ
て
き
た
議
論
や

意
見
交
換
が
、
本
書
の
論
考
一
つ
ひ
と
つ
に
反
映
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
ま
た
本
年
五
月
に
は
、
日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会

春
季
大
会
（
上
智
大
学
、
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
お
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
生
誕
二
百
年
、
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
を
読
み
直
す
」
が
企
画
さ
れ
、

本
論
集
の
寄
稿
者
の
数
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
司
会
を
務
め
、
多
く
の
会
員
の
参
加
を
得
て
実
り
あ
る
議
論
を
展
開
で
き
た
こ
と
を
言
い
添

え
て
お
き
た
い
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、
作
家
の
生
誕
二
百
年
は
、
日
本
人
に
よ
る
最
新
の
研
究
成
果
を
公
に
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
機

会
だ
っ
た
。
本
書
は
、
松
澤
和
宏
が
発
案
し
、
小
倉
が
そ
れ
に
加
わ
っ
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
と
構
成
を
練
っ
た
う
え
で
実
現
し
た
も
の
で
あ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
そ
れ
以
前
に
な
か
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
作
業
に
忙
殺
さ
れ
る
状
況
下
で
、
本
企
画
の
意
義

に
賛
同
し
、
協
力
を
快
諾
し
て
く
だ
さ
っ
た
執
筆
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
念
を
表
明
す
る
次
第
で
あ

る
。
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
、
本
書
の
実
現
に
貢
献
し
て
く
だ
さ
っ
た
水
声
社
編
集
部
の
廣
瀬
覚
さ
ん
に
も
お
礼
申

し
上
げ
る
。
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